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弁
護
士
倫
理（

平
成
二
年
三
月
二
日
臨
時
総
会
決
議
）

改
正

平
成

六
年
一
一
月
二
二
日

廃
止

平
成
一
六
年
一
一
月
一
〇
日

（
平
成
一
七
年
四
月
一
日
か
ら

施
行
）

目
次第

一
章

倫
理
綱
領
（
第
一
条
―
第
九
条
）

第
二
章

一
般
規
律
（
第
十
条
―
第
十
七
条
）

第
三
章

依
頼
者
と
の
関
係
に
お
け
る
規
律
（
第
十
八
条
―
第
四

十
二
条
）

第
四
章

他
の
弁
護
士
と
の
関
係
に
お
け
る
規
律
（
第
四
十
三
条

―
第
五
十
条
）

第
五
章

事
件
の
相
手
方
と
の
関
係
に
お
け
る
規
律
（
第
五
十
一

条
・
第
五
十
二
条
）

第
六
章

裁
判
関
係
に
お
け
る
規
律
（
第
五
十
三
条
―
第
五
十
七

条
）

第
七
章

弁
護
士
会
と
の
関
係
に
お
け
る
規
律
（
第
五
十
八
条
・

第
五
十
九
条
）

第
八
章

官
公
庁
と
の
関
係
に
お
け
る
規
律
（
第
六
十
条
・
第
六
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十
一
条
）

弁
護
士
は
、
基
本
的
人
権
の
擁
護
と
社
会
正
義
の
実
現
を
使
命
と

す
る
。
そ
の
使
命
達
成
の
た
め
に
、
弁
護
士
に
は
職
務
の
自
由
と
独

立
が
要
請
さ
れ
、
高
度
の
自
治
が
保
障
さ
れ
て
い
る
。

弁
護
士
は
、
そ
の
使
命
に
ふ
さ
わ
し
い
倫
理
を
自
覚
し
、
自
ら
の

行
動
を
規
律
す
る
社
会
的
責
任
を
負
う
。

よ
つ
て
、
こ
こ
に
弁
護
士
の
職
務
に
関
す
る
倫
理
を
宣
明
す
る
。

第
一
章

倫
理
綱
領

（
使
命
の
自
覚
）

第
一
条

弁
護
士
は
、
そ
の
使
命
が
基
本
的
人
権
の
擁
護
と
社
会
正

義
の
実
現
に
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
そ
の
使
命
の
達
成
に
努
め
る
。

（
自
由
と
独
立
）

第
二
条

弁
護
士
は
、
職
務
の
自
由
と
独
立
を
重
ん
じ
る
。

（
司
法
独
立
の
擁
護
）

第
三
条

弁
護
士
は
、
司
法
の
独
立
を
擁
護
し
、
司
法
制
度
の
健
全

な
発
展
に
寄
与
す
る
よ
う
に
努
め
る
。

（
信
義
誠
実
）

第
四
条

弁
護
士
は
、
信
義
に
従
い
、
誠
実
か
つ
公
正
に
職
務
を
行
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う
。

（
信
用
の
維
持
）

第
五
条

弁
護
士
は
、
名
誉
を
重
ん
じ
、
信
用
を
維
持
す
る
と
と
も

に
、
常
に
品
位
を
高
め
教
養
を
深
め
る
よ
う
に
努
め
る
。

（
法
令
等
の
精
通
）

第
六
条

弁
護
士
は
、
法
令
及
び
法
律
事
務
に
精
通
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
真
実
の
発
見
）

第
七
条

弁
護
士
は
、
勝
敗
に
と
ら
わ
れ
て
真
実
の
発
見
を
ゆ
る
が

せ
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
廉
潔
の
保
持
）

第
八
条

弁
護
士
は
、
廉
潔
を
保
持
す
る
よ
う
に
努
め
る
。

（
刑
事
弁
護
の
心
構
え
）

第
九
条

弁
護
士
は
、
被
疑
者
及
び
被
告
人
の
正
当
な
利
益
と
権
利

を
擁
護
す
る
た
め
、
常
に
最
善
の
弁
護
活
動
に
努
め
る
。

第
二
章

一
般
規
律

（
広
告
宣
伝
）

第
十
条

弁
護
士
は
、
品
位
を
そ
こ
な
う
広
告
・
宣
伝
を
し
て
は
な

ら
な
い
。

（
依
頼
の
勧
誘
）
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第
十
一
条

弁
護
士
は
、
不
当
な
目
的
の
た
め
、
又
は
品
位
・
信
用

を
そ
こ
な
う
方
法
に
よ
り
、
事
件
の
依
頼
を
勧
誘
し
又
は
事
件
を

誘
発
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
非
弁
護
士
と
の
提
携
）

第
十
二
条

弁
護
士
は
、
弁
護
士
法
に
違
反
し
て
法
律
事
務
を
取
り

扱
い
又
は
事
件
を
周
旋
す
る
こ
と
を
業
と
す
る
者
か
ら
事
件
の
紹

介
を
受
け
、
こ
れ
ら
の
者
を
利
用
し
、
又
は
こ
れ
ら
の
者
に
自
己

の
名
を
利
用
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

（
依
頼
者
紹
介
の
対
価
）

第
十
三
条

弁
護
士
は
、
依
頼
者
の
紹
介
を
受
け
た
こ
と
に
対
す
る

謝
礼
そ
の
他
の
対
価
を
支
払
つ
て
は
な
ら
な
い
。

（
違
法
行
為
の
助
長
）

第
十
四
条

弁
護
士
は
、
詐
欺
的
商
取
引
、
暴
力
そ
の
他
こ
れ
に
類

す
る
違
法
又
は
不
正
な
行
為
を
助
長
し
、
又
は
こ
れ
ら
の
行
為
を

利
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
品
位
を
そ
こ
な
う
事
業
へ
の
参
加
）

第
十
五
条

弁
護
士
は
、
公
序
良
俗
に
反
す
る
事
業
そ
の
他
品
位
を

そ
こ
な
う
事
業
を
営
み
、
若
し
く
は
こ
れ
に
加
わ
り
、
又
は
こ
れ

ら
の
事
業
に
自
己
の
名
を
利
用
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

（
係
争
目
的
物
の
譲
受
）

第
十
六
条

弁
護
士
は
、
係
争
の
目
的
物
を
譲
り
受
け
て
は
な
ら
な



- 5 -

い
。

（
事
務
従
事
者
の
指
導
監
督
）

第
十
七
条

弁
護
士
は
、
そ
の
法
律
事
務
所
の
業
務
に
関
し
、
事
務

に
従
事
す
る
者
が
違
法
又
は
不
当
な
行
為
に
及
ぶ
こ
と
の
な
い
よ

う
に
指
導
・
監
督
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
章

依
頼
者
と
の
関
係
に
お
け
る
規
律

（
依
頼
者
と
の
関
係
に
お
け
る
自
由
と
独
立
）

第
十
八
条

弁
護
士
は
、
事
件
の
受
任
及
び
処
理
に
あ
た
つ
て
、
自

由
か
つ
独
立
の
立
場
を
保
持
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
正
当
な
利
益
の
実
現
）

第
十
九
条

弁
護
士
は
、
良
心
に
従
い
、
依
頼
者
の
正
当
な
利
益
を

実
現
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
秘
密
の
保
持
）

第
二
十
条

弁
護
士
は
、
依
頼
者
に
つ
い
て
職
務
上
知
り
得
た
秘
密

を
正
当
な
事
由
な
く
他
に
漏
ら
し
、
又
は
利
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

同
一
の
法
律
事
務
所
で
執
務
す
る
他
の
弁
護
士
又
は
同
一
の
場
所

で
執
務
す
る
外
国
法
事
務
弁
護
士
の
依
頼
者
に
つ
い
て
執
務
上
知

り
得
た
秘
密
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
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（
受
任
の
諾
否
の
通
知
）

第
二
十
一
条

弁
護
士
は
、
事
件
の
依
頼
に
対
し
、
そ
の
諾
否
を
速

や
か
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
見
込
み
が
な
い
事
件
の
受
任
）

第
二
十
二
条

弁
護
士
は
、
依
頼
者
の
期
待
す
る
よ
う
な
見
込
み
が

な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
の
に
、
あ
た
か
も
あ
る
よ
う
に
装
つ

て
事
件
を
受
任
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
有
利
な
結
果
の
請
負
）

第
二
十
三
条

弁
護
士
は
、
事
件
に
つ
い
て
、
依
頼
者
に
有
利
な
結

果
と
な
る
こ
と
を
請
け
負
い
、
又
は
保
証
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
不
当
な
事
件
の
受
任
）

第
二
十
四
条

弁
護
士
は
、
依
頼
の
目
的
又
は
手
段
・
方
法
に
お
い

て
不
当
な
事
件
を
受
任
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
特
別
関
係
の
告
知
）

第
二
十
五
条

弁
護
士
は
、
相
手
方
と
特
別
の
関
係
が
あ
つ
て
、
依

頼
者
と
の
信
頼
関
係
を
そ
こ
な
う
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
依
頼

者
に
対
し
、
そ
の
事
情
を
告
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
職
務
を
行
い
得
な
い
事
件
）

第
二
十
六
条

弁
護
士
は
、
左
に
掲
げ
る
事
件
に
つ
い
て
は
職
務
を

行
つ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る

事
件
に
つ
い
て
は
、
受
任
し
て
い
る
事
件
の
依
頼
者
の
同
意
が
あ
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る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

事
件
の
協
議
を
受
け
、
そ
の
程
度
及
び
方
法
が
信
頼
関
係
に

基
づ
く
と
き
は
、
そ
の
協
議
を
し
た
者
を
相
手
方
と
す
る
そ
の

事
件

二

受
任
し
て
い
る
事
件
と
利
害
相
反
す
る
事
件

三

受
任
し
て
い
る
事
件
の
依
頼
者
を
相
手
方
と
す
る
他
の
事
件

四

受
任
し
て
い
る
事
件
の
相
手
方
か
ら
の
依
頼
に
よ
る
他
の
事

件
五

公
務
員
若
し
く
は
法
令
に
よ
り
公
務
に
従
事
す
る
者
又
は
仲

裁
人
と
し
て
職
務
上
取
り
扱
つ
た
事
件

（
他
の
弁
護
士
又
は
そ
の
依
頼
者
と
の
関
係
に
お
い
て
職
務
を
行

い
得
な
い
事
件
）

第
二
十
七
条

弁
護
士
は
、
同
一
の
法
律
事
務
所
で
執
務
す
る
他
の

弁
護
士
若
し
く
は
同
一
の
場
所
で
執
務
す
る
外
国
法
事
務
弁
護
士

又
は
そ
れ
ぞ
れ
の
依
頼
者
と
の
関
係
に
お
い
て
、
職
務
の
公
正
を

保
ち
得
な
い
事
由
の
あ
る
事
件
に
つ
い
て
は
、
職
務
を
行
つ
て
は

な
ら
な
い
。

（
着
手
後
に
知
つ
た
と
き
）

第
二
十
八
条

弁
護
士
は
、
職
務
に
着
手
し
た
後
に
前
条
に
該
当
す

る
事
由
が
あ
る
こ
と
を
知
つ
た
と
き
は
、
依
頼
者
に
対
し
速
や
か

に
そ
の
事
情
を
告
げ
、
事
案
に
応
じ
た
適
切
な
処
置
を
と
ら
な
け
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れ
ば
な
ら
な
い
。

（
受
任
の
趣
旨
の
明
確
化
）

第
二
十
九
条

弁
護
士
は
、
受
任
の
趣
旨
、
内
容
及
び
範
囲
を
明
確

に
し
て
事
件
を
受
任
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
事
件
の
処
理
）

第
三
十
条

弁
護
士
は
、
事
件
を
受
任
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
着

手
し
、
遅
滞
な
く
処
理
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
事
件
処
理
の
報
告
）

第
三
十
一
条

弁
護
士
は
、
依
頼
者
に
対
し
、
事
件
の
経
過
及
び
そ

の
帰
趨
に
影
響
を
及
ぼ
す
事
項
を
必
要
に
応
じ
報
告
し
、
事
件
の

結
果
を
遅
滞
な
く
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
利
害
衝
突
の
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
）

第
三
十
二
条

弁
護
士
は
、
同
一
の
事
件
に
つ
き
依
頼
者
が
二
人
以

上
あ
り
、
そ
の
相
互
間
に
利
害
の
衝
突
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
き
は
、
各
依
頼
者
に
対
し
そ
の
事
情
を
告
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
受
任
弁
護
士
間
の
意
見
不
一
致
の
と
き
）

第
三
十
三
条

弁
護
士
は
、
同
一
の
事
件
を
受
任
す
る
他
の
弁
護
士

と
の
間
に
事
件
の
処
理
に
つ
い
て
意
見
の
不
一
致
が
あ
つ
て
、
依

頼
者
に
不
利
益
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
依
頼
者
に
対

し
そ
の
事
情
を
告
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
依
頼
者
と
の
信
頼
関
係
が
失
わ
れ
た
と
き
）

第
三
十
四
条

弁
護
士
は
、
事
件
に
関
し
依
頼
者
と
の
間
に
信
頼
関

係
が
失
わ
れ
か
つ
そ
の
回
復
が
著
し
く
困
難
な
と
き
は
、
そ
の
依

頼
関
係
の
継
続
に
固
執
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
法
律
扶
助
制
度
等
の
教
示
）

第
三
十
五
条

弁
護
士
は
、
事
案
に
応
じ
、
法
律
扶
助
・
訴
訟
救
助

制
度
を
教
示
す
る
な
ど
、
依
頼
者
の
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
護
る

よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
報
酬
の
明
示
）

第
三
十
六
条

弁
護
士
は
、
依
頼
者
に
対
し
、
受
任
に
際
し
て
、
そ

の
報
酬
の
金
額
又
は
算
定
方
法
を
明
示
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
報
酬
の
妥
当
性
）

第
三
十
七
条

弁
護
士
は
、
事
案
の
実
情
に
応
じ
、
適
正
・
妥
当
な

報
酬
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
国
選
弁
護
事
件
に
お
け
る
報
酬
）

第
三
十
八
条

弁
護
士
は
、
国
選
弁
護
事
件
に
つ
い
て
、
被
告
人
そ

の
他
の
関
係
者
か
ら
、
名
目
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
報
酬
そ
の
他

の
対
価
を
受
領
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
私
選
弁
護
へ
の
切
替
）

第
三
十
九
条

弁
護
士
は
、
国
選
弁
護
人
に
選
任
さ
れ
た
と
き
は
、
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そ
の
事
件
の
私
選
弁
護
人
に
選
任
す
る
よ
う
に
働
き
か
け
て
は
な

ら
な
い
。

（
金
品
の
清
算
）

第
四
十
条

弁
護
士
は
、
事
件
に
関
す
る
金
品
の
清
算
及
び
引
渡
し

並
び
に
預
か
り
品
の
返
還
を
遅
滞
な
く
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
依
頼
者
と
の
金
銭
貸
借
）

第
四
十
一
条

弁
護
士
は
、
特
別
の
事
情
が
な
い
限
り
、
依
頼
者
と

金
銭
の
貸
借
を
し
、
又
は
依
頼
者
の
債
務
に
つ
い
て
の
保
証
人
と

な
つ
て
は
な
ら
な
い
。

（
依
頼
者
と
の
紛
議
）

第
四
十
二
条

弁
護
士
は
、
依
頼
者
と
の
信
頼
関
係
を
保
持
し
紛
議

が
生
じ
な
い
よ
う
に
努
め
、
紛
議
が
生
じ
た
と
き
は
で
き
る
限
り

所
属
弁
護
士
会
の
紛
議
調
停
に
よ
り
解
決
す
る
よ
う
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
章

他
の
弁
護
士
と
の
関
係
に
お
け
る
規
律

（
名
誉
の
尊
重
）

第
四
十
三
条

弁
護
士
は
、
相
互
に
名
誉
と
信
義
を
重
ん
じ
、
み
だ

り
に
他
の
弁
護
士
を
誹
ぼ
う
・
中
傷
し
て
は
な
ら
な
い
。
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（
弁
護
士
に
対
す
る
不
利
益
行
為
）

第
四
十
四
条

弁
護
士
は
、
正
当
な
職
務
慣
行
又
は
信
義
に
反
し
て

他
の
弁
護
士
を
不
利
益
に
陥
れ
て
は
な
ら
な
い
。

（
依
頼
者
の
関
係
の
尊
重
）

第
四
十
五
条

弁
護
士
は
、
他
の
弁
護
士
が
受
任
し
て
い
る
事
件
の

処
理
に
協
力
す
る
と
き
又
は
他
の
弁
護
士
か
ら
事
件
の
受
任
を
求

め
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
弁
護
士
が
そ
の
事
件
の
依
頼
者
と
の
間

に
お
い
て
有
す
る
信
頼
関
係
を
尊
重
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
受
任
弁
護
士
間
の
協
調
）

第
四
十
六
条

弁
護
士
は
、
同
一
事
件
を
受
任
す
る
弁
護
士
が
他
に

も
あ
る
と
き
は
、
そ
の
事
件
の
処
理
に
関
し
、
互
い
に
協
調
す
る

よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
他
の
弁
護
士
の
参
加
）

第
四
十
七
条

弁
護
士
は
、
事
件
に
つ
い
て
依
頼
者
が
他
の
弁
護
士

の
参
加
を
希
望
す
る
と
き
は
、
正
当
な
理
由
な
く
こ
れ
に
反
対
し

て
は
な
ら
な
い
。

（
他
の
事
件
へ
の
介
入
）

第
四
十
八
条

弁
護
士
は
、
他
の
弁
護
士
が
受
任
し
て
い
る
事
件
に

介
入
し
よ
う
と
策
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
相
手
方
本
人
と
の
直
接
交
渉
）
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第
四
十
九
条

弁
護
士
は
、
相
手
方
に
弁
護
士
で
あ
る
代
理
人
が
あ

る
と
き
は
、
特
別
の
事
情
が
な
い
限
り
、
そ
の
代
理
人
の
了
承
を

得
な
い
で
直
接
相
手
方
本
人
と
交
渉
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
弁
護
士
間
の
紛
議
）

第
五
十
条

弁
護
士
は
、
弁
護
士
間
の
紛
議
に
つ
い
て
は
、
協
議
又

は
弁
護
士
会
の
紛
議
調
停
に
よ
る
円
満
な
解
決
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
五
章

事
件
の
相
手
方
と
の
関
係
に
お
け
る
規
律

（
相
手
方
か
ら
の
利
益
供
与
）

第
五
十
一
条

弁
護
士
は
、
事
件
に
関
し
、
相
手
方
か
ら
利
益
の
供

与
若
し
く
は
供
応
を
受
け
、
又
は
こ
れ
を
要
求
し
、
若
し
く
は
そ

の
約
束
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
相
手
方
代
理
人
に
対
す
る
利
益
の
供
与
）

第
五
十
二
条

弁
護
士
は
、
事
件
に
関
し
、
相
手
方
代
理
人
に
対
し
、

利
益
の
供
与
若
し
く
は
供
応
を
し
、
又
は
そ
の
約
束
を
し
て
は
な

ら
な
い
。

第
六
章

裁
判
関
係
に
お
け
る
規
律

（
裁
判
の
公
正
と
適
正
手
続
）

第
五
十
三
条

弁
護
士
は
、
裁
判
の
公
正
及
び
適
正
手
続
の
実
現
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
偽
証
の
そ
そ
の
か
し
）

第
五
十
四
条

弁
護
士
は
、
偽
証
若
し
く
は
虚
偽
の
陳
述
を
そ
そ
の

か
し
、
又
は
虚
偽
の
証
拠
を
提
出
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
裁
判
手
続
の
遅
延
）

第
五
十
五
条

弁
護
士
は
、
怠
慢
に
よ
り
、
又
は
不
当
な
目
的
の
た

め
、
裁
判
手
続
を
遅
延
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

（
裁
判
官
等
と
の
私
的
交
渉
）

第
五
十
六
条

弁
護
士
は
、
事
件
に
関
し
、
裁
判
官
、
検
察
官
等
と

私
的
関
係
を
利
用
し
て
交
渉
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
私
的
関
係
の
宣
伝
）

第
五
十
七
条

弁
護
士
は
、
そ
の
職
務
に
関
し
、
裁
判
官
、
検
察
官

等
と
の
縁
故
そ
の
他
の
私
的
関
係
が
あ
る
こ
と
を
宣
伝
し
て
は
な

ら
な
い
。

第
七
章

弁
護
士
会
と
の
関
係
に
お
け
る
規
律

（
弁
護
士
法
等
の

遵
守
）

第
五
十
八
条

弁
護
士
は
、
弁
護
士
法
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
及
び

所
属
弁
護
士
会
の
会
則
、
会
規
及
び
規
則
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
委
嘱
事
項
の
処
理
）

第
五
十
九
条

弁
護
士
は
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
、
所
属
弁
護
士
会

及
び
所
属
弁
護
士
会
が
所
属
す
る
弁
護
士
会
連
合
会
か
ら
委
嘱
さ
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れ
た
事
項
を
誠
実
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
章

官
公
庁
と
の
関
係
に
お
け
る
規
律

（
官
公
庁
か
ら
の
委

嘱
）

第
六
十
条

弁
護
士
は
、
正
当
な
理
由
な
く
、
法
令
に
よ
り
官
公
庁

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
事
項
を
行
う
こ
と
を
拒
絶
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
委
嘱
受
託
の
制
限
）

第
六
十
一
条

弁
護
士
は
、
法
令
に
よ
り
官
公
庁
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

事
項
に
つ
い
て
、
職
務
の
公
正
を
保
ち
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
き

は
、
そ
の
委
嘱
を
受
け
て
は
な
ら
な
い
。

附

則
（
平
成
六
年
一
一
月
二
二
日
改
正
）

第
二
十
条
及
び
第
二
十
七
条
の
改
正
規
定
は
、
平
成
七
年
一
月
一

日
か
ら
施
行
す
る
。


